
村
井　

浩
議
員　

市
内
に
は
、
多

く
の
神
社
、
仏
閣
が
あ
り
、
ま
た

郷
土
の
森
を
始
め
と
し
て
芸
術
劇

場
な
ど
の
市
の
施
設
が
あ
る
。

　

挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
府

中
市
に
は
観
光
資
源
が
あ
る
。

　

府
中
市
の
観
光
事
業
が
、
大
国

魂
神
社
の
例
大
祭
に
寄
り
か
か
っ

た
よ
う
な
観
光
行
政
で
は
い
け
な

い
と
思
う
。

　

も
っ
と
大
き
く
府
中
市
の
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
、
市
民
が
誇
り
に
思

う
観
光
行
政
を
願
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
の
観
光
振
興
計
画

が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
神
社
の
境
内
地
に
観
光

ト
イ
レ
、
観
光
案
内
所
を
作
る
こ

と
は
、
特
定
の
宗
教
に
利
益
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

生
活
文
化
部
長　

観
光
施
策
の
推

進
は
、
市
民
や
関
係
団
体
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
多
く

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
観
光
振

興
計
画
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
、

観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
、
観
光
ト
イ
レ
や
観
光

案
内
所
は
、
参
拝
客
の
み
を
対
象

と
し
た
施
設
で
は
な
く
、
府
中
を

訪
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

村
崎　

啓
二
議
員　

市
は
、
﹁
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
美
し
く
風
格

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
向
け
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
を
安
定
的
に
推
進
す
る
に
は
、

市
政
の
基
本
理
念
、
組
織
等
を
法

的
に
明
確
に
し
た
政
策
法
務
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
分
権
時
代
の
自
治
体

の
理
念
、
組
織
、
運
営
の
基
本
原

則
を
定
め
る
自
治
基
本
条
例
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

　

ま
た
、
政
策
立
案
時
に
、
そ
の

案
を
公
表
し
、
市
民
等
か
ら
意
見

を
求
め
、
そ
れ
を
考
慮
し
最
終
的

な
意
思
決
定
を
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
時
期
は
。

市
長　

現
在
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

条
例
の
必
要
性
は
今
後
市
民
の
意

向
を
把
握
し
、
先
進
市
の
状
況
を

踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長　

本
市
で
は
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
制
度
化
し
て
い

な
い
が
今
後
、
先
進
事
例
を
研
究

し
、
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

︵
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
︶

遠
田　

宗
雄
議
員　

心
豊
か
な
社

会
の
形
成
に
は
、
文
化
芸
術
の
役

割
が
重
要
不
可
欠
と
思
う
。

　

更
な
る
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
、

そ
の
位
置
付
け
や
、
理
念
、
そ
し

て
基
本
方
針
を
明
確
に
す
る
目
的

で
、
﹁
府
中
市
文
化
芸
術
振
興
条

例
﹂
の
制
定
が
必
要
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
の
文
化
芸
術
の
振
興

を
図
る
た
め
の
協
議
会
の
設
置
や
、

市
民
に
対
し
て
助
成
制
度
等
を
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
、
利
用
者
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

現
在
、
府
中
文
化
振
興
計

画
の
策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
そ

の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
条
例
化

の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

文
化
振
興
計
画

の
策
定
に
向
け
、
今
後
、
他
市
の

状
況
等
の
調
査
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
参
加
の
協
議
会
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
相
談
窓
口
の
設
置
は
、

庁
内
及
び
府
中
文
化
振
興
財
団
等

と
の
連
携
を
含
め
て
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
化
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

▲御茶屋街道の由来碑

高
野　

律
雄
議
員　

倒
産
や
失
業

等
で
職
を
失
い
、
路
上
や
河
川
敷

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
全
国

的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
、
多
摩
川
河
川
敷
を

中
心
に
多
く
の
人
が
生
活
を
し
て

お
り
、
一
部
の
人
は
、
定
住
傾
向

に
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
調
査
で
は
、
市

内
に
、
１
０
６
人
が
確
認
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
市
は
路
上

生
活
者
等
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
と

問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
か
。

市
長　

路
上
生
活
者
は
、

個
人
的
要
因
や
、
倒
産
、

リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
経
済

的
要
因
で
、
職
や
住
居

を
失
い
、
生
活
に
困
窮

し
た
人
で
あ
り
、
大
都

市
が
抱
え
る
社
会
的
問

題
で
あ
る
。

　

問
題
解
決
に
は
、
路

上
生
活
者
自
身
の
自
助
努
力
は
も

と
よ
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
都
に
対
し
て
、

多
摩
地
域
で
統
一
的
な
支
援
策
を

盛
り
込
ん
だ
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
要
望
し
て
お
り
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

▲多摩川河川敷

▲ほっと一息

備　

邦
彦
議
員　

市
は
、
福
祉
計

画
を
策
定
し
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
を
思
い
や
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
定
め
て

お
り
、
そ
れ
に

沿
っ
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進

め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年

12
月
か
ら
市
内

各
所
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が

運
行
す
る
よ
う

に
な
り
、
市
民

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
等

が
、
バ
ス
停
に
着
い
て
も
、
バ
ス

が
来
る
ま
で
の
間
は
立
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
長
時
間
だ
と
健

常
者
で
も
つ
ら
い
と
き
が
あ
る
。

　

以
前
に
も
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
対
策
と
し
て
バ
ス
停
等
へ
の

ベ
ン
チ
の
設
置
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
を
し
た
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

ベ
ン
チ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
柔
軟
な
規
制
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
状
況
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
現
状
調
査
と
あ
わ
せ
て
、

設
置
が
可
能
か
ど
う
か
把
握
し
て

い
き
た
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て

他
︵　

は
そ
の
他
の
質
問
︶

︵
２
〜
５
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
　
人
　
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　19
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林　

辰
男
議
員　

サ
ン
ト
リ
ー
や

卸
売
セ
ン
タ
ー
の
前
の
ふ
る
さ
と

通
り
の
東
側
は
、
一
部
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
道
路
は
、
水
と
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
﹁
金
塚
﹂
に
通

じ
る
重
要
な
道
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
道
を
整
備
す
る

計
画
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。　

市
長　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
計

画
や
健
康
セ
ン
タ
ー
、
郷
土
の
森

一
帯
を
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

ま
た
、
こ
の
道
は
か
つ
て

徳
川
家
康
、
秀
忠
が
鷹
狩
や
鮎
漁

で
、
府
中
を
訪
れ
た
際
、
宿
泊
や

休
憩
を
し
た
府
中
御
殿
で
の
茶
の

湯
の
水
を
多
摩
川
か
ら
運
ぶ
道
で

あ
っ
た
。
御
茶
屋
街
道
の
名
は
、

こ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と

聞
く
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る

道
の
名
称
を
、
復
活
す
る
考
え

は
。

都
市
建
設
部
長　

観
光
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
視
点
か
ら
も
御
茶

屋
街
道
の
名
前
の
復
活
を
今
後
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
資
源
と
し
て
三
千
人
塚
の
整

備
を
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歴史ある道の名称

　御茶屋街道を復活させる考えは

観光、歴史等の視点から

　今後、研究していきたい

自治基本条例の必要性

　　　市　の　認　識　は

市民の意向を把握し

　　今後、研究していく

路上・河川敷生活者への支援

　　　　市 の 考 え は

多摩全体での支援策を都に要望

　この計画に沿って取り組む

神
社
境
内
地
の
観
光
ト
イ
レ
等
は

　
　

特
定
の
宗
教
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
か

ト
イ
レ
設
置
は
参
拝
客
の
み
で
な
く

　
　

府

中

を

訪

れ

る

観

光

客

の

た

め

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
対
策

　
　

バ
ス
停
等
に
ベ
ン
チ
の
設
置
は

現

状

を

調

査

し

　
　

設
置
が
可
能
か
把
握
し
て
い
き
た
い

府

中

市

文

化

芸

術

振

興

条

例

　
　
　
　

制　

定　

の　

考　

え　

は

府
中
市
文
化
振
興
計
画
の
策
定
の
中
で

　
　

そ

の

必

要

性

を

検

討

し

た

い

他

他

他


